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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリアルキル基の数平均分子量が２８０乃至５０００であるポリアルキル置換ヒ
ドロキシ芳香族化合物とアルデヒドとをアルカリ金属塩基の存在下で反応させて得た反応
生成物を、
　（ｂ）アミノ酸またはそのエステル誘導体およびアルカリ金属塩基と、
反応させることからなるマンニッヒ縮合物の製造方法。
【請求項２】
　両反応をアルカノールの不存在下で行う請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　下記の工程からなる金属イオン封鎖剤として機能するマンニッヒ縮合物の製造方法：
（ａ）ホルムアルデヒドまたは下記式を有するアルデヒド：
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【化１】

　（式中、Ｒ’は、炭素原子数１～１０の分枝鎖又は線状アルキル、炭素原子数３～１０
のシクロアルキル、炭素原子数６～１０のアリール、炭素原子数７～２０のアルカリール
、または炭素原子数７～２０のアラルキルである）を、
下記式を有するポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物：
【化２】

　（式中、Ｒ1は、数平均分子量２８０乃至５０００のポリアルキルであり、Ｒ2は、水素
または炭素原子数１～１０の低級アルキルであり、そしてＲ3は、水素または－ＯＨであ
る）とを、
塩基の存在下で接触させて反応生成物を生成させる工程、そして
（ｂ）上記反応生成物を、下記式を有するアミノ酸又はそのエステル誘導体：

【化３】

　［式中、Ｗは、－［ＣＨＲ”］－mであり（ただし、各々のＲ”は独立に、Ｈ、炭素原
子数１～１５のアルキル、または炭素原子数１～１０でアミノ、アミド、ベンジル、カル
ボキシル、ヒドロキシル、ヒドロキシフェニル、イミダゾリル、イミノ、フェニル、スル
フィドまたはチオールからなる群より選ばれた一以上の置換基を持つ置換アルキルであり
、そしてｍは１～４の整数である）、そしてＡは、水素または炭素原子数１～６のアルキ
ルである］、
および塩基と接触させて、マンニッヒ縮合物を生成させる工程。
【請求項４】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物のポリアルキル置換基が、数平
均分子量４００乃至３０００である請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物のポリアルキル置換基が、数平
均分子量５００乃至２０００である請求項４に記載の方法。
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【請求項６】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物のポリアルキル置換基が、数平
均分子量７００乃至１５００である請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物のポリアルキル置換基が、数平
均分子量７００乃至１１００である請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物のポリアルキル置換基が、ポリ
プロピレン、ポリブテン、もしくは１－オクテンまたは１－デセンのポリアルファオレフ
ィンオリゴマーから誘導される請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物が、ポリプロピル置換フェノー
ルまたはポリイソブチル置換フェノールである請求項３に記載の方法。
【請求項１０】
　（ａ）工程のポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物が、ポリイソブチル置換フェノ
ールである請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　ポリイソブチル置換フェノールが、メチルビニリデン異性体を少なくとも２０重量％含
むポリイソブテンから誘導される請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　（ａ）工程のアルデヒドが、ホルムアルデヒド、パラホルムアルデヒドまたはホルマリ
ンである請求項３に記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）工程のアルデヒドがパラホルムアルデヒドである請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　（ａ）工程を、５０℃乃至１２０℃の範囲の温度で０．２時間乃至８時間かけて行う請
求項３に記載の方法。
【請求項１５】
　（ａ）工程で生成した反応生成物をアミノ酸塩と接触させる請求項３に記載の方法。
【請求項１６】
　まず別に、アミノ酸、塩基および水を１５℃乃至１００℃の範囲の温度で接触させて濃
厚アミノ酸塩溶液を生成させることによりアミノ酸塩を調製し、次にこのアミノ酸塩を（
ａ）工程で生成した反応生成物に添加する請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　まず別に、アミノ酸、塩基および水を３０℃乃至７０℃の範囲の温度で接触させて濃厚
アミノ酸塩溶液を生成させることによりアミノ酸塩を調製し、次にこのアミノ酸塩を（ａ
）工程で生成した反応生成物に添加する請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　まず別に、アミノ酸、塩基および水を４０℃乃至６０℃の範囲の温度で接触させて濃厚
アミノ酸塩溶液を生成させることによりアミノ酸塩を調製し、次にアミノ酸塩を（ａ）工
程で生成した反応生成物に添加する請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　（ａ）及び（ｂ）工程のそれぞれの塩基が独立に、水酸化ナトリウム、水酸化リチウム
または水酸化カリウムからなる群より選ばれるアルカリ金属水酸化物である請求項３に記
載の方法。
【請求項２０】
　塩基が水酸化ナトリウムである請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　（ｂ）工程のアミノ酸がグリシンである請求項３に記載の方法。
【請求項２２】
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　（ｂ）工程を第１段階と第２段階の二段階で行い、（ｂ）工程の第１段階を５０℃乃至
１２０℃の範囲の温度で０．２時間乃至８時間かけて行い、次に（ｂ）工程の第２段階を
１２０℃乃至１９０℃の範囲の最終温度で更に０．２時間乃至８時間かけて行う請求項３
に記載の方法。
【請求項２３】
　（ａ）工程における塩基とポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物とのモル比が０．
０１：１乃至１：１の範囲にあり、そしてアルデヒドとポリアルキル置換ヒドロキシ芳香
族化合物とのモル比が０．５：１乃至４：１の範囲にある請求項３に記載の方法。
【請求項２４】
　（ｂ）工程における塩基とポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物とのモル比が０．
０１：１乃至１．５：１の範囲にあり、そしてアミノ酸類とポリアルキル置換ヒドロキシ
芳香族化合物とのモル比が０．０１：１乃至３：１の範囲にある請求項３に記載の方法。
【請求項２５】
　（ａ）及び（ｂ）工程のそれぞれを独立にアルカノールの不在下で行う請求項３に記載
の方法。
【請求項２６】
　（ａ）工程で、ポリアルキル置換ヒドロキシ芳香族化合物をまず潤滑粘度の油に溶解さ
せる請求項３に記載の方法。
【請求項２７】
　潤滑粘度の油がニュートラル油である請求項２６に記載の方法。
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